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ア
「
与
」
の
字
に
は
、
⑴
「
与
え
る
」
／
⑵
「
与
る
」「
与
か
る
」
／
⑶

「
与
す
る
」
と
い
う
三
つ
の
訓
読
み
と
そ
れ
に
伴
う
意
味
が
あ
る
。

三
つ
の
訓
読
み
と
そ
の
意
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
ま
と
め
て
お
こ

う
。
⑴
「
あ
た
え
る
」
《
あ
た
え
る
》
／
⑵
「
あ
ず
か
る
」
《
関
わ
り

が
で
き
る
・
関
係
す
る
》
／
⑶
「
く
み
す
る
」
《
仲
間
に
な
る
》
。
⑴

の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
は
、
選
択
肢
①
「
寄
与
」・
③
「
所
与
」
・

④
「
給
与
」
以
外
に
も
「
与
奪
」「
供
与
」「
授
与
」「
賞
与
」「
貸
与
」

「
付
与
（
賦
与
）」
な
ど
多
く
あ
る
（
ち
な
み
に
③
「
所
与
」
は
《
前

提
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
》
と
い
う
意
味
）。
⑵
の
意
味
で
用

い
ら
れ
る
熟
語
は
選
択
肢
②
「
関
与
」、
他
に
は
「
参
与
」
く
ら
い
し

か
な
い
。
⑶
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
熟
語
は
「
与
党
」
（
《
政
治
権
力

に
与
す
る
党 

↔
 

「
野
党
」
》
）
「
与
国
」
（
《
同
盟
関
係
に
あ
る
国
・
同

盟
国
》）
の
二
つ
で
あ
る
。 

  

イ
「
陥
」
の
字
に
は
、
⑴
《
落
ち
る
・
落
と
す
》
／
⑵
《
欠
け
る
・
不

足
す
る
》
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟

語
に
は
、
選
択
肢
②
「
陥
没
」・
③
「
陥
落
」・
④
「
陥
穽
」（「
陥
穽
」

は
「
か
ん
せ
い
」
と
読
み
《
落
と
し
穴
・
策
略
・
計
略
》
と
い
う
意

味
）、
他
に
は
「
陥
入
」
が
あ
る
。
⑵
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
熟
語
は

選
択
肢
①
「
欠
陥
」
く
ら
い
し
か
な
い
。 

  

ウ
「
率
い
る
」
と
は
《
多
く
の
人
を
引
き
連
れ
て
行
く
》
と
い
う
意
味

で
あ
る
。 

①
「
率
先
」
③
「
統
率
」
④
「
引
率
」
の
「
率
」
が
同
じ
意
味
で
あ
り
、

②
「
率
直
」
の
「
率
」
だ
け
意
味
が
異
な
る
た
め
、
②
が
正
解
。 

 

「
率
」
の
字
に
は
、
⑴
《
全
体
を
ま
と
め
て
率
い
る
》、
⑵
《
あ
り
の
ま

ま
・
す
な
お
》、
⑶
《
急
な
・
に
わ
か
な
》、
⑷
《
全
体
に
対
す
る
割
合
》

と
い
う
四
つ
の
意
味
が
あ
る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
「
引
率
」

「
統
率
」「
率
先
」
が
あ
り
、
⑵
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
二
字
熟
語
に
は

「
率
直
」
「
真
率
」
が
あ
る
。
ま
た
、
⑶
の
意
味
で
「
卒
然
」
「
軽
率
」

が
あ
り
、
⑷
の
意
味
で
「
確
率
」
「
効
率
」
「
能
率
」
「
比
率
」
「
倍
率
」

「
税
率
」
な
ど
が
あ
る
。「
率
」
は
多
義
的
な
漢
字
で
あ
る
。 

  

エ
「
易
し
い
」
は
「
や
さ
し
い
」
と
読
む
。 

②
「
簡
易
」
、
③
「
平
易
」
、
④
「
難
易
」
の
「
易
」
が
同
じ
意
味
で
あ

り
、
①
「
不
易
」
の
「
易
」
だ
け
意
味
が
異
な
る
た
め
、
①
が
正
解
。 

 

「
易
」
の
字
に
は
、
⑴
《
や
さ
し
い
・
～
し
や
す
い
》
、
⑵
《
か
え
る
・

か
わ
る
》
、
⑶
《
う
ら
な
い
》
、
⑷
《
儒
教
の
経
典
・
易
経
》
と
い
う
四

つ
の
意
味
が
あ
る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
は
「
簡
易
」「
平
易
」

「
難
易
」
の
他
に
「
容
易
」
が
あ
る
。
⑵
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に

「
不
易
」
（
《
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
・
不
変
》
と
い
う
意
味
）
、

「
交
易
」
「
貿
易
」
「
改
易
」
が
あ
る
。
⑶
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に

「
易
学
」「
易
占
」
が
あ
る
。 
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オ
「
望
」
の
字
に
は
、
⑴
《
遠
く
を
見
渡
す
》
／
⑵
《
望
む
・
願
う
／

望
み
・
願
い
》
／
⑶
《
人
気
・
良
い
評
判
》
と
い
う
三
つ
の
意
味
が
あ

る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
は
、
本
文
の
「
展
望
」、
選
択
肢
②

「
一
望
」
③
「
遠
望
」
④
「
眺
望
」
が
あ
る
。
⑵
の
意
味
で
用
い
ら
れ

る
熟
語
は
、
選
択
肢
①
「
希
望
」
以
外
に
「
願
望
」
「
待
望
」
「
熱
望
」

「
切
望
」
「
失
望
」
「
絶
望
」
な
ど
多
数
あ
る
。
⑶
の
意
味
で
用
い
ら
れ

る
熟
語
は
「
人
望
」「
声
望
」「
名
望
」
な
ど
が
あ
る
。 

    

カ
「
現
」
の
字
に
は
、
⑴
《
実
際
の
・
今
の
》
／
⑵
《
見
え
な
か
っ
た

も
の
や
隠
れ
て
い
た
も
の
が
見
え
て
く
る
・
現
れ
る
》
と
い
う
二
つ
の

意
味
が
あ
る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
は
、
本
文
の
「
現
代
」
、

選
択
肢
①
「
現
物
」
②
「
現
在
」
③
「
現
行
」
以
外
に
「
現
存
」
な
ど

が
あ
る
。
⑵
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
熟
語
は
、
選
択
肢
④
「
現
象
」
以

外
に
「
現
像
」
「
出
現
」
「
実
現
」
「
具
現
」
「
再
現
」
「
体
現
」
「
表
現
」

な
ど
多
数
あ
る
。 
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キ
「
反
省
」
と
は
《
自
分
の
し
た
こ
と
を
、
も
う
一
度
考
え
て
み
る
》

と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

①
「
三
省
」
、
②
「
省
察
」
、
④
「
内
省
」
の
「
省
」
が
同
じ
意
味
で
あ

り
、
③
「
帰
省
」
の
「
省
」
だ
け
意
味
が
異
な
る
た
め
、
③
が
正
解
。 

①
「
三
省
」
と
は
《
何
度
も
反
省
す
る
こ
と
》、
②
「
省
察
」
と
は
《
自

分
を
省
み
て
、
そ
の
善
悪
を
考
え
る
こ
と
》、
④
「
内
省
」
と
は
《
自
分

の
考
え
、
思
想
、
言
動
な
ど
を
深
く
省
み
る
こ
と
》
）
、
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
同
じ
意
味
の
「
省
」
を
使
っ
た
二
字
熟
語
に
、「
自
省
」（《
自
分

の
言
動
を
自
ら
省
み
る
こ
と
》）
も
あ
る
。 

③
「
帰
省
」
と
は
《
郷
里
に
帰
る
こ
と
・
ま
た
、
郷
里
に
帰
っ
て
父
母

や
師
の
安
否
を
尋
ね
る
こ
と
》
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

「
省
」
の
字
に
は
、
⑴
《
省
み
る
・
振
り
返
っ
て
考
え
る
》、
⑵
《
様
子

を
問
う
・
親
や
師
の
安
否
を
尋
ね
る
》
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
は
「
反
省
」
「
三
省
」
「
省
察
」
「
内
省
」

「
自
省
」
が
あ
り
、
⑵
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
二
字
熟
語
は

「
帰
省
」
く
ら
い
し
か
な
い
。 

   

ク
「
情
」
の
字
に
は
、
⑴
《
気
持
ち
・
感
情
》、
⑵
《
物
事
の
実
際
の
あ

り
さ
ま
》、
⑶
《
お
も
む
き
・
味
わ
い
》
と
い
う
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。

⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
は
、
選
択
肢
④
の
「
叙
情
」（「
叙
情
」

は
《
自
分
の
感
情
を
表
現
す
る
こ
と
》
）
以
外
に
「
情
熱
」
「
激
情
」

「
純
情
」
な
ど
が
あ
り
、
⑵
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
熟
語
に
は
本
文

の
「
実
情
」、
選
択
肢
①
「
内
情
」
②
「
情
勢
」
③
「
事
情
」
以
外
に

「
情
報
」
「
情
景
」
「
政
情
」
な
ど
が
あ
り
、
⑶
の
意
味
で
用
い
ら
れ

る
熟
語
に
は
、「
情
趣
」「
詩
情
」「
風
情
」（「
風
情
」
の
読
み
方
は
「
ふ

ぜ
い
」）
な
ど
が
あ
る
。 

   

ケ
「
謝
礼
」
と
、
①
「
謝
意
」
、
②
「
謝
恩
」
、
④
「
月
謝
」
の
「
謝
」

が
同
じ
意
味
で
あ
り
、
③
「
謝
絶
」
の
「
謝
」
だ
け
意
味
が
異
な
る

た
め
、
③
が
正
解
。 

「
謝
」
の
字
に
は
、
⑴
《
礼
を
言
う
・
お
礼
》、
⑵
《
あ
や
ま
る
・
わ
び

る
》
、
⑶
《
こ
と
わ
る
》
、
⑷
《
お
と
ろ
え
る
・
い
れ
か
わ
る
》
と
い
う

四
つ
の
意
味
が
あ
る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
は
「
謝
礼
」「
謝
意
」

「
謝
恩
」
「
月
謝
」
以
外
に
も
「
感
謝
」
「
深
謝
」
な
ど
が
あ
り
、
⑵
の

意
味
で
用
い
ら
れ
る
二
字
熟
語
に
は
「
謝
罪
」「
陳
謝
」
が
あ
る
。
ま
た
、

⑶
の
意
味
で
「
謝
絶
」（
例
え
ば
「
面
会
謝
絶
」
の
よ
う
に
使
う
）
が
あ

り
、
⑷
の
意
味
で
「
代
謝
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
謝
」
は
多
義
的

な
漢
字
で
あ
る
。 

コ
「
業
」
の
字
に
は
、
二
種
類
の
音
読
み
「
ギ
ョ
ウ
」「
ゴ
ウ
」
と
訓
読

み
「
わ
ざ
」
の
三
つ
の
読
み
に
し
た
が
っ
て
、
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。

⑴
「
ギ
ョ
ウ
」《
仕
事
・
成
し
遂
げ
る
事
柄
》、
⑵
「
ゴ
ウ
」《
報
い
を

招
く
前
世
の
行
い
》（
も
と
は
仏
教
用
語
）、
⑶
「
わ
ざ
」《
わ
ざ
》
と

い
う
三
つ
の
意
味
で
あ
る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字
熟
語
に
は
、
本

文
の
「
業
界
」、
選
択
肢
①
「
業
務
」
②
「
業
績
」
③
「
職
業
」
以
外

に
「
業
者
」「
企
業
」「
授
業
」「
修
業
」
な
ど
が
あ
り
、
⑵
の
意
味
で

用
い
ら
れ
る
熟
語
に
は
選
択
肢
④
「
因
業
」
（
「
因
業
」
の
読
み
方
は

「
い
ん
ご
う
」）
以
外
に
「
自
業
自
得
」
な
ど
が
あ
り
、
⑶
の
意
味
で

用
い
ら
れ
る
熟
語
に
は
、「
神
業
」「
仕
業
」「
早
業
」「
寝
技
」「
軽
業
」

「
業
師
」
な
ど
が
あ
る
。 

   

サ
「
自
白
」
と
は
《
隠
さ
ず
全
て
を
自
ら
申
し
述
べ
る
こ
と
》
と
い
う

意
味
で
あ
る
。 

①
「
白
状
」
、
③
「
敬
白
」
、
④
「
独
白
」
の
「
白
」
が
同
じ
意
味
で
あ

り
、
②
「
明
白
」
の
「
白
」
だ
け
意
味
が
異
な
る
た
め
、
②
が
正
解
。

ち
な
み
に
③
「
敬
白
」
と
は
《
相
手
を
敬
っ
て
申
し
上
げ
る
こ
と
ば
》

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
敬
具
」
「
謹
白
」
な
ど
と
同
様
、
手
紙
の
末
尾

に
置
か
れ
る
二
字
熟
語
で
あ
る
。 

「
白
」
の
字
に
は
、
⑴
《
白
い
・
白
く
す
る
》、
⑵
《
も
う
す
・
告
げ
る
》
、

⑶
《
明
る
い
・
は
っ
き
り
し
て
い
る
》
、
⑷
《
な
に
も
な
い
》
、
⑸
《
せ

り
ふ
＝
科
白
》
と
い
う
五
つ
の
意
味
が
あ
る
。
⑴
の
意
味
を
も
つ
二
字

熟
語
に
「
白
衣
」「
紅
白
」「
漂
白
」「
精
白
」
な
ど
が
あ
り
、
⑵
の
意
味

で
使
わ
れ
る
二
字
熟
語
は
「
自
白
」「
白
状
」「
敬
白
」「
独
白
」「
謹
白
」

以
外
に
「
告
白
」
「
表
白
」
「
建
白
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
⑶
の
意
味

で
は
「
明
白
」
以
外
に
「
白
日
」
が
あ
り
、
⑷
の
意
味
で
は
「
空
白
」

「
白
紙
」
な
ど
が
あ
る
。
以
上
よ
り
「
白
」
は
多
義
的
な
漢
字
で
あ
る
。 

    


